


長
門
都
市
計
画
道
路
の

変
更
に
関
す
る
案
の
縦
覧

「
長
門
都
市
計
画
道
路
萩
三
隅
道

路
の
変
更
（案）
」
お
よ
び
「
長
門
都
市

計
画
道
路
白
方
下
郷
線
外
９
路
線
の

変
更
（案）
」
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
縦
覧
期
間
中
に
限
り
、
県

知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

長

門

市

敬

老

会

市
で
は
、
長
年
社
会
に
貢
献
さ
れ

た
高
齢
者
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
福

す
る
た
め
に
、
敬
老
会
を
次
の
日
程

に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

高
齢
障
害
課
高
齢
福
祉
係

TEL
23
‐
１
１
５
７

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

TEL
43
‐
２
４
４
４

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

TEL
37
‐
５
１
０
０

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

TEL
33
‐
３
０
２
１

男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重

し
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
願

い
で
あ
り
、
活
力
に
満
ち
た
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
源
に
な
り
ま
す
。

市
で
は「
男
女
共
同
参
画
審
議
会
」

を
設
置
し
て
お
り
、
そ
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

■
男
女
共
同
参
画
審
議
会
の
役
割

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
推
進

に
必
要
な
事
項
の
調
査
審
議

長
門
市
総
合
公
園
入
口
の

夜
間
封
鎖
に
つ
い
て

現
在
、
長
門
市
総
合
公
園
内
の
各

施
設
で
破
損
行
為
や
い
た
ず
ら
行
為

が
発
生
し
て
い
ま
す
、
こ
れ
ら
を
防

止
す
る
た
め
、
10
月
１
日
か
ら
夜
間

は
公
園
入
口
を
封
鎖
し
ま
す
。
封
鎖

中
は
総
合
公
園
内
（
ル
ネ
ッ
サ
な
が

と
、
市
立
図
書
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

芝
生
広
場
な
ど
）
へ
の
車
両
の
出
入

り
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
図
書
館
夜
間
返
却
ポ
ス
ト

を
利
用
さ
れ
る
際
は
、
車
を
入
口
手

前
に
停
車
し
、
歩
い
て
返
却
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
封
鎖
時
間
　
22：

00
〜
翌
８：

30

■
問
い
合
わ
せ
都
市
建
設
課
管
理
係

■
縦
覧
期
間
９
／
18
（火）
〜
10
／
２
（火）

８：

30
〜
17：

15

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

■
縦
覧
場
所

市
役
所
本
庁
２
階
都
市
建
設
課

県
都
市
計
画
課

■
主
な
変
更
内
容

・
萩
三
隅
道
路

区
域
の
変
更
・
車
線
数
の
追
加

・
白
方
下
郷
線
外
９
路
線

車
線
数
の
追
加

■
問
い
合
わ
せ
都
市
建
設
課
管
理
係

〒
753
‐
8501
山
口
市
滝
町
１
‐
１

山
口
県
都
市
計
画
課

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
３
７
２
５

■
募
集
人
員

３
人
程
度

■
委
員
の
任
期

２
年

（
19
年
11
／
１
〜
21
年
10
／
31
）

■
応
募
資
格

応
募
時
満
20
歳
以
上
の
市
民

■
応
募
期
間

９
／
18
（火）
〜
10
／
５
（金）

■
応
募
方
法

市
役
所
本
庁
総
合
受

付
、
各
総
合
支
所
総
務
課
備
え
付

け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
提
出
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
可
）

■
決
定
方
法

選
考
に
よ
り
決
定

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4192
長
門
市
東
深
川
1339
‐
２

長
門
市
企
画
総
務
部
企
画
振
興
課

男
女
共
同
参
画
推
進
室

TEL
23
‐
１
２
０
９

FAX
22
‐
６
３
４
５

E-m
ail
danjo@

city.nagato.lg.jp

男
女
共
同
参
画
審
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

■
発
行

11
月
中
旬

■
販
売
価
格

480
円
（
税
込
）

■
申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
連
絡

先
、
冊
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

■
申
込
期
限
　
10
／
10
（水）

■
申
し
込
み
　
市
役
所
本
庁
３
階
企

画
振
興
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
総

務
課
、
各
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
企
画
調
整
係

平
成
20
年
版
県
民
手
帳

予
約
受
付
中

２
０
０
７
通
く
じ
ら
祭
り

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
示

「
２
０
０
７
通
く
じ
ら
祭
り
」
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
展
示
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
勇
壮
な
古
式
捕

鯨
の
様
子
を
写
真
で
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。
な
お
、
最
優
秀
作
品
と
優
秀

作
品
は
く
じ
ら
資
料
館
で
１
年
間
展

示
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

９
／
15
（土）
〜
24
（月）
８：

30
〜
17：

00

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

・
９
／
26
（水）
〜
10
／
３
（水）

８：

30
〜
17：

00

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

・
10
／
４
（木）
以
降８：

30
〜
17：

00

通
公
民
館

■
展
示
内
容

２
０
０
７
通
く
じ
ら
祭
り
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
応
募
作
品

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
通
公
民
館

街

頭

献

血

次
の
と
お
り
街
頭
献
血
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
併
せ
て
長
門
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
骨
髄
ド
ナ
ー
集

団
登
録
会
」
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
開
催
日
　
９
／
27
（木）

■
場
所
・
時
間
　

長
門
警
察
署

９：

30
〜
11：

00

長
門
市
教
育
委
員
会

12：

30
〜
13：

30

長
門
総
合
病
院

14：

30
〜
16：

30

■
そ
の
他

・
400
ml
、
200
ml
献
血
を
行
い
ま
す

・
献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
手
帳
を
持
参

く
だ
さ
い

・
本
人
確
認
を
行
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

地
域
福
祉
係

市
で
は
、
山
口
県
、
法
テ
ラ
ス
山

口
と
の
共
催
に
よ
り
弁
護
士
無
料
法

律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
10
／
６
（土）

13：

30
〜
16：

30

弁
護
士
無
料
法
律
相
談
会

市
職
員
人
事
（
９
月
１
日
付
）

主
幹
級

経
済
振
興
部
水
産
課
主
幹
（
水

産
係
長
事
務
取
扱
）

山
近
　
茂
美
（
経
済
振
興
部
水

産
課
主
幹
）

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

退
職
（
８
月
31
日
付
）

西
村
　
龍
成
（
経
済
振
興
部
水

産
課
長
補
佐
兼
水
産
係
長
）

■
場
所
　
長
門
市
中
央
公
民
館

■
相
談
内
容

多
重
債
務
等
金
銭
の
借
り
入
れ
関

係
ほ
か
民
事
一
般
に
限
る

■
定
員

12
組

■
面
談
時
間

１
組
30
分

■
申
込
方
法

事
前
に
電
話
で
予
約
す
る

■
申
込
先

法
テ
ラ
ス
山
口
地
方
事
務
所

（
山
口
市
大
手
町
９
‐
11
）

TEL
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
４
９
０

■
予
約
受
付
時
間

９：

00
〜
17：

00

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了

■
問
い
合
わ
せ

商
工
係

▲ 2007年最優秀賞「歓喜のゴール」
広田和夫さん（宇部市）の作品

重点目標
①高齢者の交通事故防止　②飲酒運転の根絶
③夕暮れ時と夜間の歩行中、自転車乗用中の
交通事故防止　④後部座席を含むシートベル
トとチャイルドシートの正しい着用の徹底
交通安全のつどい
運動の一環として期間初日に「長門市交通安全の
つどい」を開催します。交通事故防止をアピール
するため、みなさんの参加をお待ちしています。
■日 時 9／21（金）13：15～　■場 所 長門市中央公民館
■内 容　山口県警察音楽隊演奏会、交通安全パレード（市役所本庁舎前～長門税務署前）
■問い合わせ 長門市役所 総務課 地域安全係　TEL 23‐1111



親
子
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

参
加
者
募
集

山
口
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で

は
、
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
の
親
と

子
を
対
象
に
「
親
子
ふ
れ
あ
い
の
つ

ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日

11
／
３
（土）
〜
４
（日）

■
場
所
　
国
立
山
口
徳
地
青
少
年
自

然
の
家
（
山
口
市
徳
地
船
路
668
）

■
対
象

母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
の
親
と
子

■
募
集
人
数

親
子
で
約
100
人

■
参
加
費

親
子
で
１
、
０
０
０
円

■
内
容
　
天
体
観
測
、
森
林
セ
ラ
ピ

ー
基
地
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
情
報

行
政
書
士
電
話
無
料
相
談

山
口
県
行
政
書
士
会
で
は
、
皆
さ

ん
の
行
政
書
士
業
務
に
関
す
る
ご
相

談
に
県
行
政
書
士
会
に
所
属
す
る
行

政
書
士
が
お
答
え
す
る
「
行
政
書
士

電
話
無
料
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時

10
／
１
（月）
・
２
（火）

10：

00
〜
16：

00

■
相
談
内
容

遺
言
、
相
続
、
各
種

契
約
、
定
款
作
成
、
内
容
証
明
、

会
計
記
帳
、
不
動
産
関
係
、
戸
籍

関
係
、
知
的
財
産
、
許
認
可
手
続
、

法
人
設
立
、
土
地
開
発
な
ど

■
相
談
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
１
２
０
‐
１
６
８
‐
６
１
１

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
行
政
書
士
会

TEL
０
８
３
‐
９
２
４
‐
５
０
５
９

動
物
愛
護
フ
ェ
ス
タ

や
ま
ぐ
ち
２
０
０
７

■
日
時

９
／
24
（月）９：

30
〜
15：

30

■
場
所

山
口
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

（
山
口
市
陶
943
‐
12
）

■
内
容
　
動
物
ふ
れ
あ
い
会
、
子
犬

水
辺
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

掛
淵
川
等
水
環
境
保
全
対
策
協
議

会
で
は
、
市
内
の
河
川
や
湾
・
入
江

な
ど
の
水
辺
の
風
景
、
風
物
写
真
を

募
集
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ

人
々
に
親
し
ま
れ
、
自
然
と
ふ
れ

あ
う
こ
と
の
で
き
る
市
内
の
河
川

や
海
浜
、
守
っ
て
い
き
た
い
森
・

川
・
海
の
風
景
、
風
物
　

■
応
募
作
品

カ
ラ
ー
ま
た
は
白
黒
の
プ
リ
ン

ト
。
サ
イ
ズ
は
キ
ャ
ビ
ネ
版
（
２

Ｌ
可
）
〜
八
つ
切
。
平
成
17
年
以

降
に
撮
影
し
た
未
発
表
の
作
品
１

交
換
ほ
か

■
申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

お
よ
び
お
子
様
の
名
前
、
学
年
、

年
齢
を
記
入
し
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む

■
申
込
期
限

10
／
５
（金）

■
そ
の
他

参
加
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
に
な
り
ま
す
（
抽
選
に
も
れ

た
人
に
は
連
絡
し
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
753
‐
0054
山
口
市
富
田
原
町
４
‐
58

山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

山
口
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

TEL
０
８
３
‐
９
２
３
‐
２
４
９
０

FAX
０
８
３
‐
９
２
３
‐
２
４
９
９

人
２
点
以
内
。
写
真
裏
に
氏
名
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
職
業
、
電
話

番
号
、
撮
影
年
月
・
場
所
・
タ
イ

ト
ル
を
明
記

■
応
募
資
格
　
山
口
県
内
に
居
住
ま

た
は
勤
務
す
る
人

■
応
募
期
間
　10

／
１
（月）
〜
11
／
30
（金）

■
そ
の
他
　

・
作
品
は
協
議
会
事
務
局
で
審
査
し
、

特
選
（
１
点
）・
入
選
（
10
点
以
内
）

作
品
に
は
賞
状
、
賞
品
を
贈
呈

・
入
賞
作
品
は
協
議
会
に
お
け
る
啓

発
事
業
に
使
用
し
ま
す

・
応
募
作
品
は
原
則
返
却
し
ま
せ
ん

（
入
賞
以
外
の
作
品
で
事
務
局
に

取
り
に
来
ら
れ
た
場
合
に
限
り
返

却
し
ま
す
）

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4101
長
門
市
東
深
川
1344
‐
１

山
口
県
長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
　
掛
淵
川
等
水
環
境
保
全
対
策

協
議
会
事
務
局

TEL
22
‐
２
８
１
１

子
猫
の
譲
渡
会
、
警
察
犬
の
模
範

演
技
お
よ
び
家
庭
犬
の
し
つ
け
方

教
室
、
動
物
愛
護
絵
画
・
作
文
・

写
真
・
動
画
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作

品
の
表
彰
・
展
示
、
動
物
健
康
相

談
、
動
物
ビ
ン
ゴ
大
会
、
犬
の
ト

リ
ミ
ン
グ
実
演
、
わ
ん
に
ゃ
ん
お

も
し
ろ
広
場
、
バ
ザ
ー
な
ど

■
入
場
料
　
無
料

■
そ
の
他
　
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
へ

の
動
物
の
持
ち
込
み
は
禁
止
で
す

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

TEL
０
８
３
‐
９
７
３
‐
８
３
１
５

山
口
県
司
法
書
士
会

無
料
法
律
相
談
会

山
口
県
司
法
書
士
会
で
は
、
所
属

の
司
法
書
士
が
無
料
で
法
律
相
談
を

行
う
常
設
の
無
料
法
律
相
談
セ
ン
タ

「
裁
判
員
制
度
」

出
前
教
室
・
移
動
教
室

山
口
地
方
検
察
庁
で
は
、
平
成
21

年
５
月
ま
で
に
実
施
さ
れ
る
「
裁
判

員
制
度
」
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
く
た
め
、
希
望
さ
れ
る
県
内
の

企
業
、
団
体
、
学
校
を
対
象
と
し
た

「
裁
判
員
制
度
出
前
教
室
・
移
動
教

室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

山
口
県
内
で
は
１
年
間
に
500
人
に

１
人
の
人
が
裁
判
員
候
補
者
と
し
て

山
口
地
方
裁
判
所
に
出
向
い
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
あ
な
た
も

刑
事
事
件
の
裁
判
員
に
選
任
さ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
裁
判
員
制
度
」
と
い
う
言
葉
は
知

っ
て
い
る
が
、
具
体
的
内
容
が
知
り

た
い
、
制
度
に
不
安
が
あ
る
な
ど
、

制
度
説
明
の
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

出
前
教
室

■
対
象

県
内
の
民
間
企
業
、学
校
、

各
種
団
体

■
実
施
方
法
　
山
口
地
方
検
察
庁
職

員
が
出
向
き
ま
す

■
内
容
　
検
察
庁
の
業
務
等
の
説
明
、

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
、

ビ
デ
オ
上
映
な
ど

移
動
教
室

■
対
象

小
学
校
高
学
年
以
上

■
実
施
場
所

山
口
地
方
検
察
庁

■
内
容
　
検
察
庁
の
業
務
等
の
説
明
、

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
、

ビ
デ
オ
上
映
、
庁
舎
見
学
な
ど

骨
髄
ド
ナ
ー集

団
登
録
会
開
催

山
口
県
長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、
街
頭
献
血
の
開
催
に
併
せ
て

骨
髄
ド
ナ
ー
の
集
団
登
録
会
を
開
催

し
ま
す
。

現
在
、
全
国
で
約
２
、８
０
０
人
の

患
者
さ
ん
が
骨
髄
移
植
を
待
っ
て
い

ま
す
。
骨
髄
提
供
を
希
望
す
る
ド
ナ

ー
は
全
国
で
約
28
万
人
い
ま
す
が
、

移
植
の
要
件
で
あ
る
白
血
球
の
適
合

率
が
非
常
に
低
い
た
め
、
移
植
を
待

つ
す
べ
て
の
患
者
さ
ん
に
対
応
す
る

た
め
に
は
30
万
人
の
ド
ナ
ー
登
録
が

必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
温

か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
開
催
日
　
９
／
27
（木）

■
場
所
・
時
間
　

長
門
警
察
署
　
９：

30
〜
11：

00

長
門
市
教
育
委
員
会

12：

30
〜
13：

30

長
門
総
合
病
院

14：

30
〜
16：

30

■
ド
ナ
ー
登
録
で
き
る
人

・
年
齢
が
18
歳
か
ら
54
歳
ま
で
の
健

康
な
人

・
体
重
が
、
男
性
45
㎏
、
女
性
40
㎏

以
上
の
人

・
骨
髄
提
供
の
内
容
を
十
分
理
解
し

て
い
る
人

・
ド
ナ
ー
登
録
に
つ
い
て
家
族
の
同

意
を
得
て
い
る
人

■
そ
の
他

・
受
付
か
ら
登
録
ま
で
15
分
程
度
か

か
り
ま
す
（
ビ
デ
オ
上
映
時
間
を

含
む
）

・
２
cc
の
採
血
が
あ
り
ま
す

・
当
日
受
付
も
可
能
で
す
が
、
検
査

の
都
合
上
、
事
前
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
（
電
話
可
）

■
今
後
の
長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
の
登
録
会
日
程

・
開
催
日

10
／
９
（火）
、
11
／
13
（火）
、
12
／
11

（火）
、
平
成
20
年
１
／
８
（火）
、
２
／

12
（火）
、
３
／
11
（火）

・
開
催
時
間
　
10：

00
〜
11：

00

※
事
前
に
電
話
等
で
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

TEL
22
‐
２
８
１
１

※
日
程
に
よ
っ
て
は
公
判
傍
聴
等
も

実
施
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
口
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

TEL
０
８
３
‐
９
２
２
‐
３
１
１
８

検
察
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.ke
n
sa
tu
.g
o
.jp

ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

財
産
問
題
を
中
心
に
、
皆
さ
ん
が

抱
え
る
法
的
な
悩
み
事
を
解
決
す
る

糸
口
を
提
供
し
ま
す
。

■
日
時

毎
月
第
２
・
第
３
・
第
４
土
曜
日

13：

00
〜
17：

00

■
相
談
時
間

１
組
30
分

■
相
談
内
容

相
続
等
に
よ
る
不
動

産
登
記
、
会
社
・
法
人
の
設
立
や

役
員
変
更
、
裁
判
（
調
停
や
訴
訟
）

に
お
け
る
申
立
書
面
や
反
論
の
準

備
書
面
、
多
重
債
務
や
成
年
後
見

制
度
な
ど

■
場
所

萩
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
萩
市
江
向
356
‐
３
）

※
会
場
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す

■
相
談
予
約

相
談
を
希
望
さ
れ
る

際
は
事
前
に
電
話
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。（
受
付
時
間
／
10：

00

〜
12：

00
、
13：

00
〜
16：

00
）

■
電
話
予
約
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
司
法
書
士
会

TEL
０
８
３
‐
９
２
４
‐
５
２
２
０

労
働
者
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
無
料
配
布

山
口
労
働
局
で
は
、
妊
娠
・
出

産
・
育
児
に
つ
い
て
、
職
場
で
利
用

で
き
る
制
度
な
ど
を
ま
と
め
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
希
望
者
に
無
料

で
配
布
す
る
ほ
か
、
山
口
労
働
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

職
場
で
の
男
女
差
別
、セ
ク
ハ
ラ
、

妊
娠
等
に
よ
る
不
利
益
取
り
扱
い
、

育
児
休
業
が
取
り
づ
ら
い
な
ど
の
相

談
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
口
労
働
局
雇
用
均
等
室

TEL
０
８
３
‐
９
９
５
‐
０
３
９
０

山
口
県
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.yam

aguchi.plb.go.jp

長
門
市
文
化
振
興
財
団

地
域
文
化
活
動
支
援
事
業

■
事
業
の
趣
旨

個
性
豊
か
な
地
域
文
化
の
振
興
と

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
民

間
の
地
域
文
化
活
動
に
対
し
助
成

■
助
成
の
対
象
者
　

市
内
を
主
た
る
活
動
の
本
拠
と
す

る
民
間
団
体
・
個
人

※
平
成
14
〜
18
年
度
ま
で
に
こ
の
助

成
を
３
回
受
け
た
こ
と
の
あ
る
民

間
団
体
・
個
人
は
対
象
外

■
助
成
対
象
事
業
　

地
域
文
化
の
振
興
、
文
化
交
流
の

促
進
、
人
材
育
成
、
文
化
意
識
の

高
揚
等
を
目
的
と
し
、
事
業
内
容

が
広
域
的
な
も
の

■
対
象
事
業
の
実
施
期
間

19
年
11
／
１
〜
20
年
３
／
31
ま
で

に
行
わ
れ
る
事
業

■
助
成
決
定
・
助
成
額

10
月
下
旬

ま
で
に
助
成
対
象
経
費
の
１
／
２

以
内
で
決
定
（
上
限
20
万
円
）

■
募
集
期
間

９
／
18
（火）
〜
10
／
９
（火）

■
応
募
方
法

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
に

備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
提
出

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
企
画
課

TEL
26
‐
６
０
０
１

お
詫
び
と
訂
正

９
月
１
日
号
20
ペ
ー
ジ
文
化
情
報

コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
し
た
ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
「
綾
小
路
き
み
ま
ろ
爆
笑
ス
ー

パ
ー
ラ
イ
ブ
」
の
記
事
中
、
開
催
日
時

の
記
載
が
漏
れ
て
い
ま
し
た
。

■
開
催
日
時

11
／
25
（日）

14：

00
〜

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。



ご
家
庭
の
不
用
本
を
…

11
月
３
日
（土）
開
催
の
「
第
３
回
図
書
館
ま
つ

り
」
で
、
今
年
も
古
本
市
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
本
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
、
図
書
館
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

古
本
の
回
収
は
、
10
月
２
日
（火）
か
ら
開
始
し

ま
す
。
こ
れ
よ
り
前
に
お
持
ち
頂
い
て
も
、
お

受
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

※
図
書
館
ま
つ
り
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
10
月

15
日
号
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

９
／
24
（月）
は
本
館
の
み
開
館
し
ま
す

９
月
24
日
（月）
は
23
日
（日）
秋
分
の
日
の
振
替
休

日
と
な
り
ま
す
が
、
本
館
の
み
開
館
し
ま
す
。

（
開
館
時
間
／
９：

30
〜
17：

00
）
翌
25
日
（火）
は

本
館
・
分
館
と
も
休
館
と
な
り
ま
す
。

10
／
８
（月）
は
休
館
し
ま
す

10
月
８
日
（月）
は
体
育
の
日
で
祝
日
と
な
る
た

め
、
本
館
・
分
館
と
も
休
館
し
ま
す
。
ま
た
、

翌
９
日
（火）
も
振
替
の
た
め
休
館
と
な
り
ま
す
。

「
新
刊
児
童
書
出
前
研
究
会
」
参
加
者
募
集

恒
例
に
な
り
ま
し
た
こ
の
研
究
会
、
今
年
度

の
第
２
回
目
を
開
催
し
ま
す
。「
読
書
の
秋
」
に

最
適
な
１
冊
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

児
童
書
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
10
／
11
（木）

13：

00
〜
15：

00

●
場
所
　
長
門
市
立
図
書
館
　
視
聴
覚
室

●
定
員
　
先
着
50
人

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
門
市
立
図
書
館

TEL
26
‐
５
１
２
３
　
FAX
26
‐
２
７
７
５

10／６（土）13：30～

「スプーンおばさん⑥」
（60分）

10／27（土）13：30～

「チキチキマシン
猛レース」
（40分）

新
着
図
書
（
本
館
／
一
部
）

「
検
事
・
沢
木
政
夫
宿
命
」
小
杉
健
治
、「
グ
ラ

ビ
ア
の
夜
」
林
真
理
子
、「
下
北
サ
ン
デ
ー
ズ
」
石

田
衣
良
、「
兄
い
も
う
と
」
鳥
越
碧
、「
明
智
左
馬

助
の
恋
」
加
藤
廣
、「
ハ
ル
、
ハ
ル
、
ハ
ル
」
古
川

日
出
男
、「
本
泥
棒
」
マ
ー
ク
ー
ス
・
ズ
ー
サ
ッ

ク
、「
ク
レ
イ
」
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ア
ー
モ
ン
ド
、

「
俳
句
が
う
ま
く
な
る
100
の
発
想
法
」
ひ
ら
の
こ

ぼ
、「
中
耳
炎
が
わ
か
る
本
」
鈴
木
光
也
、「
大
人

の
お
り
が
み
く
す
玉
」
桃
谷
好
英
、「
自
然
を
読

み
解
く
山
歩
き
」
小
泉
武
栄
、「
反
転
」
田
中
森

一
、「
幼
児
化
す
る
日
本
社
会
」
榊
原
英
資
、「
日

中
戦
争
下
の
日
本
」
井
上
寿
一
　
ほ
か

マジカル
・ドロップス

風野　潮／著
光文社／出版

15歳の体にもどれる
魔法のドロップを食

べてしまった菜穂子は「15歳のナオ」と
してバンドで歌うことになります。
驚きあり、笑いあり、そして最後は…。
皆さんも甘酸っぱい青春の一時を味わっ
てみませんか？

三
隅
地
域
に
は
滝
坂

た
き
さ
か

、
兎
渡
谷

と

ど

ろ

く

の
二
地
区

に
神
楽
舞
が
あ
り
、
両
地
区
と
も
熱
心
な
保

存
会
の
活
動
に
よ
り
今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て

い
る
。

元
来
、
神
楽
舞
は
出
雲
で
発
祥
し
、
全
国

各
地
へ
そ
の
地
域
の
特
色
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
伝
え
広
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
日

本
人
は
古
来
よ
り
農
耕
民
族
と
い
わ
れ
、
神

楽
舞
は
五
穀
豊
穣

ご
こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

と
牛
馬
の
疫
病

え
き
び
ょ
う

封
じ
を

願
い
神
々
に
奉
納
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

舞
は
一
見
単
調
で
あ
る
が
そ
の
意
味
す
る
所

は
多
く
の
物
を
含
ん
で
い
る
。
滝
坂
黄
幡
社

た
き
さ
か
お
う
ば
ん
し
ゃ

の
秋
の
例
祭
に
夜
を
徹
し
て
奉
納
さ
れ
る
滝

坂
神
楽
舞
（
県
指
定
無
形
民
俗
化
財
）
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
兎
渡
谷
の

神
楽
舞
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ま
ず
、
兎
渡
谷
と
い
う
珍
し
い
地
名
の
由

来
で
あ
る
が
、
文
安
元
年
（
一
四
四
四
）、
地

区
の
背
後
に
そ
び
え
る
高
尾
山
（
権
現
山
）

に
熊
野
権
現
社
か
ら
勧
請

か
ん
じ
ょ
う

し
て
権
現
宮
を
創

建
し
、
元
亀
３
年
（
一
五
七
二
）
現
在
地
に
遷

し
新
宮
を
建
立
し
た
。
そ
の
新
宮
で
通
夜
神

楽
を
奏
で
て
い
る
と
、
霊
兎

れ
い
と

が
現
れ
谷
を
渡

っ
て
元
の
高
尾
山
へ
跳
ん
で
行
っ
た
。
人
々

は
霊
感
を
覚
え
村
の

名
を
「
兎
渡
谷
」
と

改
め
た
と
い
う
。

兎
渡
谷
の
神
楽
舞

は
五
穀
豊
穣
や
牛
馬

安
全
祈
願
だ
け
で
は

な
い
。
山
岳
信
仰
と

佛
教
（
天
台
宗
）
が

習
合
し
て
権
現
社
と

な
り
、
そ
の
修
験
者

し
ゅ
げ
ん
じ
ゃ

（
山
伏
）が
豊
穣
、
水

利
、
海
上
守
護
そ
れ

ら
の
要
素
を
含
ん
だ

神
楽
が
原
形
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

毎
年
10
月
13
日
夜
、
兎
渡
谷
公
会
堂
で
行

わ
れ
る
舞
殿
は
天
蓋

て
ん
が
い

（
佛
像
頭
上
に
か
け
ら

れ
た
笠
状
の
天
井
）
を
吊
る
す
以
外
は
飾
り

等
は
な
く
、
そ
の
真
下
が
舞
場
と
な
り
独
特

な
衣
装
身
に
纏ま

と

い
神
楽
を
舞
う
。

そ
の
一
つ
の
「
王
子
切
り
」
と
い
う
舞
は

長
男
の
太
郎
か
ら
五
男
の
五
郎
ま
で
出
て
財

産
を
分
け
、
五
郎
が
不
公
平
を
訴
え
る
、
そ

こ
に
門
禅

も
ん
ぜ
ん

博
士
が
仲
裁
に
は
い
る
と
い
う
物

語
で
あ
る
が
、
舞
子
が
口
上
を
語
り
舞
う
神

楽
は
能
舞
と
も
い
わ
れ
る
。
他
に
、
二
十
数

種
類
あ
る
と
聞
く
が
順
序
を
追
い
舞
を
納
め

れ
ば
夜
も
明
け
方
と
な
る
。

永
い
歳
月
を
経
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
が
、

か
つ
て
は
焚
火

た
き
び

の
明
か
り
の
中
で
幽
玄
の
境

地
で
神
仏
に
祈
り
捧
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。

兎
渡
谷

と

ど

ろ

く

の
神
楽
舞

か

ぐ

ら

ま

い

兎渡谷の神楽舞

兎渡谷

海
難
船
舶
全
般
の
う
ち
漁
船
の
占
め
る
割
合

が
依
然
と
し
て
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

仙
崎
海
上
保
安
部
で
は
、
10
月
１
日
か
ら
10

日
ま
で
の
間
を『
漁
船
海
難
防
止
強
化
旬
間
』と

し
て
、
漁
業
関
係
者
の
皆
様
に
対
し
て
安
全
意

識
向
上
を
図
る
た
め
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

海
で
は『
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
』と
い
う

意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
に
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
居
眠
り
運
航
の
防
止

●
見
張
り
の
励
行

●
気
象
・
海
象
の
事
前
把
握

漁
船
海
難
防
止
強
化
旬
間

新
着
図
書
（
ゆ
や
分
館
／
一
部
）

「
明
日
こ
の
手
を
放
し
て
も
」
桂
望
実
、「
イ
タ

リ
ア
で
大
の
字
」
小
栗
佐
多
里
、「
運
用
以
前
の

お
金
の
常
識
」
柳
澤
美
由
紀
、「
か
っ
て
ま
ま
」

諸
田
玲
子
、「
ケ
ン
タ
ロ
ウ
の
ひ
と
り
ご
は
ん
」

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、「
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
」
畠
中
恵
、「
お

さ
る
の
ケ
ー
キ
や
さ
ん
」
安
西
水
丸
、「
と
も
だ

ち
は
お
ば
け
で
す
」
む
ら
い
か
よ
　
ほ
か

雑
誌
の
貸
出
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
、
雑
誌
の
貸
出
延
期
を
希
望
さ
れ

る
場
合
、
１
回
に
限
り
延
期
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
９
月
か
ら
延
期
を
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

雑
誌
は
、予
約
の
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

一
人
で
も
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
雑
誌
の
利
用
法
を
変
更
し
ま
し
た
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

移
動
図
書
館
車
「
ぐ
る
ブ
ッ
ク
号
」

一
部
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
変
更

移
動
図
書
館
車
Ａ
コ
ー
ス
は
、
10
月
か
ら
一

部
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
変
更
し
て
運
行
し
ま

す
。
Ａ
コ
ー
ス
を
利
用
さ
れ
る
際
に
は
、
確
認

の
上
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



９
月
４
日
、
通
漁
港
一
帯
で
市
、
市

消
防
本
部
、
海
上
保
安
部
、
県
消
防
防

災
航
空
隊
、
県
警
察
な
ど
防
災
関
係
機

関
が
連
携
し
た「
平
成
19
年
度
沿
岸
海
域

合
同
救
助
訓
練
」
が
実
施
さ
れ
、
通
地
区

住
民
な
ど
約
250
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
は
日
本
海
沖
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
・
８
の
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
、

長
門
市
で
震
度
６
弱
を
観
測
。
津
波
に
よ
り
通
漁
港
沖
で
操
業
中
の

漁
船
が
転
覆
し
乗
組
員
が
海
に
転
落
。
陸
上
で
は
家
屋
が
倒
壊
し
出

火
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
海
上
で
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
海
中
転
落
者
の
救
助
や
転
覆
船
か
ら
の
流
出
油
の
拡
散
防
止
作
業

な
ど
が
行
わ
れ
、
陸
上
で
は
住
民
の
避
難
誘
導
や
倒
壊
家
屋
か
ら
の

住
人
の
救
助
、
消
火
活
動
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

沿
岸
海
域
合
同
救
助
訓
練

大
規
模
地
震
に
備
え
て




